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[概要]本研究では、竹粉成形材料の高強度化を図るため、竹粉成形材料の密度、引張強

度、曲げ強度におよぼす含水率、成形温度、繊維含有率の影響を調査した。その結果、

密度はいずれの成形条件においてもエンジニアリングプラスチックの POM と同じ値であ

ること。成形時、含水率が 7.2%の竹粉を用いた場合、最も高い強度を示すこと。成形温

度が上がるとその強度も向上し、成形温度 200℃で最も高い強度を示すこと。竹繊維で強

化した場合は、成形温度 180℃、繊維含有率が 70％の竹粉成形材料が最も高い強度を得

られること。その値は PVC、POM と同程度の値を示すこと。以上のことを明らかにした。 


